
















































































































































































































まさしく体現しているのです。その理念はThe corporationis only as













ックス社創立25周年を記念して，“Xerox World, Fuji Xerox 25th Anni-
versary Issue” という小冊子を出版した。その冒頭において，ゼロックス
























































































































































































































































































































































































































































































































満了以降，日本国内でもPPC (Plain Paper Copier. 普通紙複写機）市場の
競争は激しく，このため従来の直販網だけではカバーしきれなくなった小
規模事業所を，地域販売会社や特約店でカバーするというエンドューザー
に密着した販売体制を構築しつつある。しかし，成熟商品化したといわれ
る複写機の今後の伸びはそれほど多くを期待できず，従って，富士ゼロッ
クス社が複写機と並ぶこれからの経営の柱に育てようとしているのが，フ
ァクシミリ，パソコン，ワークステーション，人工知能, LANなどのシ
ステムＯＡ部門である。経営にあたっては現地主義が貫かれており，日常
の経営はすべて日本人によって行われており，同社は「日本で最も成功し
た合弁事業」としても多大の関心を集めている。
　2.ゼロックス・ビジネスの修得時代（1962－70年）
　（1）富士ゼロックス社の設立
　戦前に比べ，戦後の富士写真フィルム社（1934年（昭和9年）に写真フィル
ムの国産化をめざし，大日本セルロイド社のフィルム開発部を独立して設立）のス
タートは比較的順調であった。 GHQ （連合軍総司令部）が治安維持と民心
安定の道具に映画を位置づけ，早くも1945年（昭和20年）10月にフィルム
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ンク・オーガュゼーションの合弁会
社として設立）と，富士写真フィル
ム社の折半出資による合弁会社と
して発足し，革新的なゼロックス
複写機「914」の販売を開始した。
当初，複写機，消耗品の生産は，
富士フィルムおよび系列会社で行
われていたが，図表Ⅱに見る如
く，電子複写機の売上は予想を上
回る急成長を遂げ，1971年（昭和
46年），富士フィルムの竹松工場
等を富士ゼロックス社に移管して
製販の一体化がはかられた。海外
市場への進出も早く，まず1965年
（昭和40年）のフィリピンからスタ
ートして，その後タイ，台湾，イ
ンドネシア，韓国へ合弁会社ある
いは代理店の形態で進められ，東
南アジアにおける拠点構築を強力
に推進していった。また1973年
（昭和48年）には富士ゼロックス社
として初の自主開発機「ゼロック
ス2200」を発売し，これを第一弾
に新機種を相次ぎ市場に投入して
いった。更にこうした自主開発が
進むなかで，1976年（昭和51年）
からＴＱＣ（全社的品質管理）活動
図表Ｈ　富士ゼロックス社の資本金・
　　　売上高・経常利益の推移
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図表Ｉ　富士ゼロックス社略史
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研究ノート
　　　　　在日外資系企業の事例研究（Ｈ）
　　　　　　　　　-一富士ゼロックス社一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口一臣
　1.会社の沿革
　従来の写真は，ハロゲン化銀が光の作用で還元される性質に基づく化学
的写真法であったのに対し，光の作用で電気が流れやすくなる物質を利用
した電子写真法が，物理的写真法として登場してきた。このうちゼログラ
フィ（電子複写方式）は，米国のチェスター・Ｆ・カールソンが，1938年
（昭和13年），いおう，セレンのような物質の光電導効果を静電荷像形成に，
結付ける像形成技術を発明したことに始まる。カールソンのアイデアは，
その後，バテル研究財団で具体化され，ハロイド社（1906年に写真印画紙メ
ーカーとしてニューョーク州ロチェスターで創立，1955年にハロイド・ゼロックス
社，更に1961年，現在のゼロックス・コーポレーションと社名変更）によって事
業化された。同社は，1950年（昭和25年）にゼログラフィのプロセスを応
用して簡易オフセットの刷版をつくるための「ゼロックス・モデルＡ型」
複写機を開発したが，1959年（昭和34年）９月，普通紙にコピーのとれる
世界初の完全自動複写機「ゼロックス914」（この商品名は，９インチｘ14イン
チの文書のコピーがとれるというところからきている）を発表，翌1960年からレ
ンタルを開始し，これによって新しい複写時代の到来を告げた。
　富士ゼロックス社は，1962年（昭和37年）２月，このゼロックス社の北
アメリカおよびカナダを除く世界の全地域での製造・販売権を有する英国
ランク・ゼロックス社（1956年，ハロイド・ゼロックス社とイギリス映画会社ラ
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